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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

本研究では有機スズおよびインジウムといった資源豊富、入手容易な典型元素を基軸として、反応剤、および触媒を新たに設計し、還元的アミノ化、還元的アルドール、ラジカル環化反応などを行った。その結果、従来多段階を必要としていた反応を、タンデム形式、もしくはワンポット形式で達成した。まず第一に還元的アミノ化反応をおこなったがその際、塩化スズヒドリド－ピリジンＮ－オキシド錯体が効果的な触媒として作用した。基質として芳香族のみならず脂肪族アルデヒド、ケトン、やアミン類の反応に適応することができ、既存の還元的アミノ化反応剤と比べても最も適応範囲の広い方法を提供することができた。第２に還元的アルドール反応を行なったが、インジウムハライド触媒－ヒドロシラン系を用いて系中でインジウムヒドリドを触媒的に作用させる系を開発し、シン選択的にアルドール生成物を与える方法を開発した。ハロゲン化スズヒドリドを触媒的に作用させると、エノンとケトン間の還元的アルドール反応に初めて成功した。第３にインジウムヒドリドはラジカル還元剤として作用する反応を新たに開発した。すなわちヒドロシラン－インジウム塩の系で、ジエンへのラジカル的な共役付加が進行した。生成したアリルインジウムはカルボニルやイミン類と反応し付加物を与えるが、その際、溶媒の選択による付加物の位置異性体の作り分けを可能にした。最後にアレン類の付加制御を行なった。アレン類はラジカル的に還元されるが、既存の還元剤では位置選択性に乏しい。しかしながらハロゲン化ヒドリド、インジウムヒドリドは位置選択的にアレンに付加した。ハロゲン化ヒドリドを用いた系では続くカップリング反応との組み合わせにより非対称多置換アルケンの合成を可能にした。インジウムヒドリドを用いた系ではアレンとアルケンの分子内環化反応に初めて成功した。
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	欧文概要　ＥＺ

We have established that Ph2SiH2 promoted reductive amination of carbonyl compounds in the presence of a catalytic amount of dibutylhalogenotin hydride (Bu2SnClH) complex. Wide applicability to substrates such as carbonyls and amines was obtained. Similarly, Ph2SiH2 promoted reductive aldol reaction of enone has been established in the presence of a catalytic amount of Bu2SnIH or Cl2InH. High diastereoselective aldol product was obtained in the case of using both aldehydes and ketones as electrophiles. Furthermore, highly regio- and stereoselective hydrostannation of allenes by using Bu2SnIH to give -substituted vinyltins. Synthesis of multi-substituted alkenes was established by one-pot coupling reactions.
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